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平 成 3 0 年 第 ４ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 平 成 3 0 年 1 2 月 ５ 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。本 日 こ こ に 、平 成 3 0 年 第 ４ 回

小 城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 の

皆 様 に は 、 御 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

そ れ で は 、 こ れ よ り 本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す

議 案 の 提 案 理 由 を 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、議 案 第 5 8 号  小 城 市 議 会 議 員 及 び 小 城 市 長 の

選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 使 用 及 び 選 挙 運 動 用

ポ ス タ ー 等 の 作 成 の 公 費 負 担 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、公 職 選 挙 法 の 改 正 に 伴 い 、

条 例 を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 従 前 は 認 め ら れ て い な

か っ た 市 議 会 議 員 候 補 者 の 選 挙 運 動 用 ビ ラ 頒
は ん

布
ぷ

が 解 禁

と な り 、  そ の 作 成 に 要 す る 費 用 に つ い て 無 料 と す る も

の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 5 9 号  佐 賀 市 と 小 城 市 と の 公 共 下 水 道

事 業 に 関 す る 事 務 の 委 託 の 変 更 に つ い て で ご ざ い ま す

が 、 地 方 自 治 法 第 2 5 2 条 の ２ の ２ 第 ３ 項 本 文 の 規 定 に

よ り 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

内 容 で ご ざ い ま す が 、 現 在 稼 動 中 で あ り ま す 、 清 水
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浄 化 セ ン タ ー の 維 持 管 理 の 効 率 化 を 図 る こ と を 目 的 と

し て 、 下 水 道 集 団 整 備 事 業 で 維 持 管 理 を 行 う た め 、 佐

賀 市 と 小 城 市 と の 公 共 下 水 道 事 業 に 関 す る 事 務 の 委 託

に 関 す る 規 約 の 一 部 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、 予 算 関 係 議 案 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 6 0 号  平 成 3 0 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補

正 予 算 （ 第 ３ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 に 、 そ れ ぞ

れ １ 億 8 , 5 3 9 万 ８ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額

を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 1 8 億 5 , 2 6 0 万 １ 千 円 と す る も の

で ご ざ い ま す 。  

第 ２ 表  継 続 費 補 正 は 、「 道 路 網 及 び 都 市 計 画 道 路 見

直 し 事 業 」 を 追 加 す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ３ 表  債 務 負 担 行 為 補 正 は 、「 小 城 保 健 福 祉 セ ン タ

ー 指 定 管 理 料 」と「 芦 刈 保 健 福 祉 セ ン タ ー 指 定 管 理 料 」

を 追 加 す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ４ 表  地 方 債 補 正 は 、「 市 営 住 宅 建 替 事 業（ 合 併 特

例 債 ）」か ら「 体 育 施 設 災 害 復 旧 事 業（ 災 害 復 旧 事 業 債 ）」

ま で の ６ 事 業 を 追 加 す る も の で ご ざ い ま す 。  

そ れ で は 、 補 正 の 主 な も の に つ い て 、 ま ず 歳 出 か ら

御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

第 ３ 款  民 生 費 で は 、 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業

所 の 整 備 補 助 金 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  
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第 ８ 款  土 木 費 で は 、 長 期 間 未 着 手 と な っ て い る 都

市 計 画 道 路 の 見 直 し 費 用 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 1 1 款  災 害 復 旧 費 で は 、豪 雨 や 台 風 で 被 災 し た 農

業 用 施 設 や 林 業 施 設 、 市 道 、 体 育 施 設 の 復 旧 費 用 な ど

を 計 上 し て お り ま す 。  

以 上 、 歳 出 の 主 な も の に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、

歳 入 に つ き ま し て は 、 事 務 事 業 に 伴 う 国 ・ 県 支 出 金 、

市 債 の 増 額 の ほ か 、 市 税 、 地 方 特 例 交 付 金 な ど を 増 額

し 、 財 源 調 整 と し て 財 政 調 整 基 金 繰 入 金 を 減 額 す る も

の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 6 1 号  平 成 3 0 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別

会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 か ら

そ れ ぞ れ 5 3 8 万 ５ 千 円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額

を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 4 億 5 , 1 9 5 万 ５ 千 円 と す る も の で

ご ざ い ま す 。  

第 ２ 表  地 方 債 補 正 は 、 公 共 下 水 道 事 業 及 び 公 営 企

業 会 計 適 用 の 借 入 限 度 額 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。 

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 歳 出 で は 、 公 共 下

水 道 事 業 費 、 公 債 費 の 減 額 及 び 個 別 排 水 処 理 施 設 整 備

事 業 費 の 増 額 で ご ざ い ま す 。  

ま た 、 歳 入 で は 、 市 営 浄 化 槽 事 業 分 担 金 及 び 基 金 利

子 な ど の 増 額 、 各 種 事 業 に 伴 う 繰 入 金 の 減 額 を 計 上 す

る も の で ご ざ い ま す 。  
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次 に 、 議 案 第 6 2 号  平 成 3 0 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保

険 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ３ 号 ） で ご ざ い ま す が 、 歳 入

歳 出 予 算 の 総 額 4 8 億 5 , 7 1 5 万 ４ 千 円 に 変 更 は な く 、歳

出 予 算 を 組 替 え る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 保 険 給 付 費 に お い

て 、 退 職 被 保 険 者 分 の 療 養 給 付 費 等 が 不 足 す る こ と か

ら 一 般 被 保 険 者 分 と の 組 替 え を 行 う も の で ご ざ い ま す 。 

 

次 に 、 議 案 第 6 3 号  平 成 3 0 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会

計 補 正 予 算（ 第 ２ 号 ）は 、収 益 的 支 出 の 既 定 予 算 に 6 6 4

万 ２ 千 円 を 追 加 し 、補 正 後 の 予 算 総 額 を 1 3 億 4 , 3 4 2 万

２ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 医 業 費 用 で は 委 託

料 な ど の 経 費 と 外 勤 医 師 の 謝 金 を 追 加 し 、 医 業 外 費 用

で は 、 お む つ な ど の 入 院 セ ッ ト を 減 額 い た す も の で ご

ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 6 4 号  小 城 市 小 城 保 健 福 祉 セ ン タ ー の

指 定 管 理 者 の 指 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、平 成 3 1 年

４ 月 １ 日 か ら 平 成 3 6 年 ３ 月 3 1 日 ま で の ５ 年 間 、 社 会

福 祉 法 人  小 城 市 社 会 福 祉 協 議 会 を 指 定 管 理 者 に 指 定

し た い の で 、 地 方 自 治 法 第 2 4 4 条 の ２ 第 ６ 項 の 規 定 に

よ り 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 6 5 号  小 城 市 芦 刈 保 健 福 祉 セ ン タ ー の
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指 定 管 理 者 の 指 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、平 成 3 1 年

４ 月 １ 日 か ら 平 成 3 6 年 ３ 月 3 1 日 ま で の ５ 年 間 、 社 会

福 祉 法 人  小 城 市 社 会 福 祉 協 議 会 を 指 定 管 理 者 に 指 定

し た い の で 、 地 方 自 治 法 第 2 4 4 条 の ２ 第 ６ 項 の 規 定 に

よ り 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 6 6 号  小 城 市 道 路 線 の 認 定 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、 本 議 案 の 友 田 支 線 ２ 号 線 に つ き ま し て

は 、 市 営 友 田 団 地 の 廃 止 に 伴 い 、 新 設 す る も の で 、 今

後 、 市 道 と し て 管 理 す る 必 要 が あ る の で 、 道 路 法 第 ８

条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ

い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 6 7 号  工 事 請 負 契 約 の 締 結 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、こ の 工 事 は 、平 成 3 0 年 度  三 日 月 特 定

環 境 保 全 公 共 下 水 道 事 業  三 日 月 浄 化 セ ン タ ー 建 設 工

事 で 、 地 方 自 治 法 第 9 6 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定 に よ り 、

議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

三 日 月 浄 化 セ ン タ ー に つ き ま し て は 、平 成 1 9 年 ３ 月

に 供 用 開 始 を 行 い 、 現 在 は ４ 池
い け

で 水 処 理 を 行 っ て い る

と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

今 回 提 案 し て お り ま す 工 事 は 、 汚 水 流 入 量 の 増 加 に

対 応 す る た め 、 ５ 池 、 ６ 池 目 の 水 処 理 棟 を 増 設 す る も

の で ご ざ い ま す 。  

契 約 の 方 法 は 、 条 件 付 一 般 競 争 入 札 に よ る 契 約 で 、
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契 約 の 金 額 は 、５ 億 5 , 8 0 3 万 ６ 千 円 、契 約 の 相 手 方 は 、

中 島
な か し ま

・ 岡 本
お か も と

・ 久 保
く ぼ

建 設 共 同 企 業 体  代 表 者  株 式 会 社

中 島
な か し ま

工 務 店  代 表 取 締 役  中 島
な か し ま

信
し ん

哉
や

で ご ざ い ま す 。  

工 期 は 、本 契 約 締 結 日 か ら 平 成 3 1 年 1 2 月 2 0 日 ま で

を 予 定 い た し て お り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 6 8 号  工 事 請 負 契 約 の 締 結 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、こ の 工 事 は 、平 成 3 0 年 度 小 城 市 立 小 中

学 校 空 調 設 備 整 備 事 業  小 城 市 立 小 中 学 校 空 調 設 備 整

備 工 事 で 、地 方 自 治 法 第 9 6 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定 に よ

り 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

今 回 提 案 し て お り ま す 工 事 は 、市 内 小 中 学 校 全 1 2 校

の 普 通 教 室 等 へ の 空 調 設 備 整 備 工 事 で ご ざ い ま す 。  

契 約 の 方 法 は 、 公 募 型 プ ロ ポ ー ザ ル に よ る 随 意 契 約

で 、 契 約 の 金 額 は ４ 億 3 , 9 9 1 万 １ 千 円 、 契 約 の 相 手 方

は 、九 電 工・石 橋・中 部 ガ ス・鮎 川 建 設 共 同 企 業 体  代

表 者  株 式 会 社 九 電 工  佐 賀 支 店  上 席 執 行 役 員 支 店

長  大 嶋
お お し ま

 知 行
と も ゆ き

で ご ざ い ま す 。  

工 期 は 、本 契 約 締 結 日 か ら 平 成 3 1 年 1 1 月 2 9 日 ま で

を 予 定 し て お り ま す 。  

 

続 き ま し て 、 報 告 第 1 1 号 か ら 報 告 第 1 5 号 ま で を 御

報 告 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、報 告 第 1 1 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ
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い ま す が 、平 成 3 0 年 ９ 月 ２ 日 、市 主 催 の 小 城 町 民 秋 季

ソ フ ト ボ ー ル 大 会 に お い て 、 駐 車 中 の 相 手 方 車 両 の フ

ロ ン ト ガ ラ ス に 打 球 が 当 た り 破 損 さ せ さ せ た も の で 、

示 談 が 成 立 し 、 小 城 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の 指 定 に 関 す

る 条 例 第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 、 平 成 3 0 年 ９ 月 2 6

日 付 け で 専 決 処 分 を し ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 1 8 0

条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 1 2 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ

い ま す が 、 平 成 3 0 年 ７ 月 2 7 日 、 史 跡 土 生 遺 跡 公 園 内

駐 車 ス ペ ー ス に お い て 、 相 手 方 車 両 が 道 路 に 出 よ う と

し た 際 に 、 側 溝 の グ レ ー チ ン グ を は ね 上 げ 相 手 方 車 両

を 損 傷 さ せ た も の で 、 示 談 が 成 立 し 、 小 城 市 長 の 専 決

処 分 事 項 の 指 定 に 関 す る 条 例 第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 定 に よ

り 、 平 成 3 0 年 1 0 月 ５ 日 付 け で 専 決 処 分 を し ま し た の

で 、 地 方 自 治 法 第 1 8 0 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る

も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 1 3 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ

い ま す が 、平 成 3 0 年 ５ 月 ９ 日 、生 き が い デ イ サ ー ビ ス

送 迎 バ ス 車 内 に て 、 デ イ サ ー ビ ス 担 当 職 員 が 補 助 席 を

通 路 側 に 倒 し た 際 、 補 助 席 座 面 が 相 手 方 の 右 ふ く ら は

ぎ に 接 触 し 、 負 傷 さ せ た も の で 、 示 談 が 成 立 し 、 小 城

市 長 の 専 決 処 分 事 項 の 指 定 に 関 す る 条 例 第 ２ 条 第 ３ 号

の 規 定 に よ り 平 成 3 0 年 1 0 月 ９ 日 付 け で 専 決 処 分 を し
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ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 1 8 0 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り

報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 1 4 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ

い ま す が 、 平 成 3 0 年 ８ 月 1 7 日 、 可 燃 物 収 集 車 が 地 区

の ご み 収 集 所 に 進 入 す る 際 、 駐 車 中 の 相 手 方 の 車 両 に

接 触 し 、 損 傷 さ せ た も の で 、 示 談 が 成 立 し 、 小 城 市 長

の 専 決 処 分 事 項 の 指 定 に 関 す る 条 例 第 ２ 条 第 ３ 号 の 規

定 に よ り 、平 成 3 0 年 1 0 月 3 1 日 付 け で 専 決 処 分 を し ま

し た の で 、 地 方 自 治 法 第 1 8 0 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 報

告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 1 5 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ

い ま す が 、 平 成 3 0 年 ９ 月 2 7 日 、 市 職 員 が 小 城 市 役 所

駐 車 場 で 草 刈 り 機 を 使 用 し て 、 花 壇 の 草 刈 り を し て い

た 際 、 石 を は ね 、 駐 車 中 の 相 手 方 の 車 両 後 部 ガ ラ ス を

破 損 さ せ た も の で 、 示 談 が 成 立 し 、 小 城 市 長 の 専 決 処

分 事 項 の 指 定 に 関 す る 条 例 第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 、

平 成 3 0 年 1 1 月 1 2 日 付 け で 専 決 処 分 を し ま し た の で 、

地 方 自 治 法 第 1 8 0 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の

で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 、 今 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ

き ま し て は 、 そ の 概 要 を 御 説 明 し ま し た が 、 御 審 議 の

上 、 御 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま し
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て 、 提 案 理 由 の 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  


